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【手続補正書】
【提出日】平成27年6月17日(2015.6.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　幹細胞を胚体内胚葉へと分化させるための方法であって、
　a.少なくとも2μM CHIRを含む培地において幹細胞をインキュベートする第1の薬物刺激
ステップであって、アクチビンAが、前記薬物刺激ステップにおいて存在しないステップ
と、
　b.アクチビンAを含む培地において幹細胞をインキュベートする第2のそれに続くステッ
プと
を含む方法。
【請求項２】
　前記培地が、RPMI-1640である、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記幹細胞が、胚性幹細胞または人工多能性幹細胞である、請求項1または2に記載の方
法。
【請求項４】
　CHIRの濃度が、少なくとも2.5μM、少なくとも3.1μM、2.5～15μMの範囲、3.1～15μM
の範囲、3.1～7μMの範囲、3.5～7μMの範囲、3.5～6μMの範囲または3.5～5μMの範囲で
ある、請求項1から3のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　CHIRの濃度が、少なくとも3.1μMである、請求項1から4のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　CHIRの濃度が、少なくとも3.5μMである、請求項1から5のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　CHIRとの前記インキュベーションが、少なくとも24時間である、請求項1から6のいずれ
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か一項に記載の方法。
【請求項８】
　アクチビンAとの前記インキュベーションが、少なくとも24時間である、請求項1から7
のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　アクチビンAとの前記インキュベーションが、48～72時間である、請求項1から8のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　内胚葉細胞が、前記胚体内胚葉細胞から得られる、請求項1から9のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項１１】
　前記内胚葉細胞が、膵臓内胚葉細胞である、請求項10に記載の方法。
【請求項１２】
　請求項1から11のいずれか一項に記載の方法により得ることができる膵臓内胚葉細胞。
【請求項１３】
　培養培地におけるCHIRの濃度が、少なくとも2μM、少なくとも3μM、2～15μMの範囲、
3～15μMの範囲、3.1～15μMの範囲、3.1～7μMの範囲、3.5～15μMの範囲、または3.5～
7μMの範囲である、CHIRの使用。
【請求項１４】
　胚性幹細胞から原条細胞を誘導するための、培養培地における少なくとも2μMの濃度に
おけるCHIRの使用。
【請求項１５】
　胚性幹細胞から胚体内胚葉細胞を誘導するための、3.5～7μMの範囲内の濃度におけるC
HIRの使用。
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